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山本 廣美
滋賀県

山本廣美さんは全通研滋賀支部長であり、手話通訳、手話講
師、盲ろう通訳・介助などを担う多忙な方です。今日も滋賀
支部三役会議で、議題を関東弁でテンポよく次々と進めてい
く。
その姿は、見事で、爽快な気分になる。

滋賀の琵琶湖は、バイカル湖などに次ぐ世界第3位の古代湖として有名。
起源は400万年～600万年前にもさかのぼる。
生命の源の水を営々と与え続けてくれる「マザーレイク」の名にふさわしい。

悠久の調べが響く

表紙：
近江富士（三上山）を借景
に近江富士花緑公園にて



東京出身の山本さんが手話と出会ったのは、21歳のころ、多摩市
主催の手話講座に始まる。
その時の講師が、現在の「たましろの郷」の施設長である花田克彦
氏で、とてもインパクトの強い出会いだった。
その後、手話との関わりは途切れたものの、
これからの人生に成すべきことを考えた結果、今に至った。

高齢聴覚障害者支援事業の「おひさまサロ
ン」は、野洲市聴覚障害者協会の有志と支
援団体の有資格者で自主運営している。
地域のろう者のことを、「生涯ずっとおつ
き合いしていく人々」と表現する山本さん。
常に人生を共に歩む姿勢で、ろう者とつな
がっている。山本さんは、接する人たちの
趣味やクセ、心の微妙な変化、環境の変化、
健康のこと、今求めていることなどを細か
に感じとって、受け止めていく。
手話活動以外では、海外から来る人々との
交流の場「野洲市国際協会」で日本語指導を
されている。
多彩な交流には驚かされる。

みんなで昼食の焼きそば作り

保健師による「口からはじまる健康づくり」の学習

「おひさまサロン」での朝の体操 「ことばあそび」をテーマに交流
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プロフィール
山本 廣美（やまもと・ひろみ）
1954年10月　東京都稲城市生まれ、滋賀県野洲市在住
家族：夫、息子夫婦、孫、娘夫婦
多摩市手話講習会で手話と出会い、結婚で転居、子育てが落ち着いた40歳の時、野
洲市の手話サークルに通い始めました。「手話通訳者になるなら全通研だよ」と学生時
代の友人に言われ、入会しました。小さな街の聞こえない人たちは温かく、話すと発
見があり、人生のすてきな先輩たちです。最近は、孫がゆったりとした時間を運んでく
れます。「ばぁ～ば」の声で、パソコンを閉じてしまいます。

1 グラビア  悠久の調べが響く  　山本 廣美
6  随想  覚悟を持つ  　原 晋
8 手話この魅力あることば 115  　富永 悟子
20 研究誌部特別企画  日本の手話いろいろ 98 　全国各地の手話［石川の手話］
24 連載  あり検 事例検討マンガ vol.34 　『だいじょうぶ？』　 まんが：池内 のりえ
26 新連載  ちょっと聞いてよ その 1   　山口支部の巻
29 特別報告  広島公演「残夏 ─1945─」  　全通研理事 小山 秀樹
30 連載  ぽんちゃんバンコクへ行く 第 5 回 　 前田 真紀
34 特集 これが全通研だ！

55
福祉最前線   もっとも周知されていない聴導犬普及は､

 当事者 (聴導犬ユーザー )の結集力で
社会福祉法人日本聴導犬協会 会長　有馬 もと

58 新連載  全通研の歴史に関わった人々  1 
　　　　　「全通研の生い立ち」～「全通研」結成までの歩み～   全通研初代事務局長　谷 勇男

62 ZENTSUKEN NETWORK　●のぞいてみよう支部機関紙
66 かばんの中の１冊
68 チャレンジ手話クロス
70 ハガキで話そう
84 編集後記

Research Journal on the Problems of Sign Interpretation

山本さん・ゆきさん・さきちゃん

今、山本さんの中での大きな存在はお孫さんの、さき
ちゃん。
これからの時代をつくっていく、未来への使者として、
大きな希望になっている。

琵琶湖の長い歴史は脈々と続いていく。
オレンジに染まる朝日の湖面に始まり、夕照に終わる。
静かなさざ波で暮れる「マザーレイク」の１日が
今日も終えた。未来への息吹を込めながら…。

 写真/文　松本 博

１、全通研紹介マップ 　
 ２、 座談会  全通研を語る 
 全通研 会長　　　　　　    石川 芳郎
 全通研 事務局長　　　　    伊藤 　正
 全通研 事務所長　　　　    浅井 貞子
 N-Action 委員（徳島支部）　髙田 浩次
 N-Action 委員（大阪支部）　竹腰 由香里
 司会　全通研研究誌部
 ３、他団体から見る全通研 　　　　　 
　　インタビュー 一般財団法人全日本ろうあ連盟 石野理事長にお伺いしました！ 全通研研究誌部
 ４、各部局の紹介 　

4 5手話通訳問題研究 133 2015 Autumn


